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デジタル融合セキュリティの幕開け：AhnLab 4.0
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AhnLab(アンラボ)、10年跳躍のための事業戦略発表 

 

デジタル融合セキュリティの幕開け：AhnLab 4.0 

2020年は例年よりも「新たな始まり」という意味が顕著な年だ。新しい10年が始まる時であり、十二支の1番目の動物である子年である。様 な々

面で新たな始まりを意味する2020年を迎え、アンラボにも目覚ましい変化が見て取れる。まず、今年は新任のCEOとEPN事業部長を選任するなど、

経営陣と組織改編に踏み切った。新任のCEOに任命されたカン・ソクキュン副社長は2020年を「アンラボ4.0(AhnLab 4.0)元年」と宣言し、アンラ

ボの新たな章が始まるだろうと発言した。企業のビジネス環境とセキュリティ脅威の急激な変化が予想される2020年代を迎え、アンラボがビジネス

面において強調をはかる分野と戦略を紹介する。 

 

1月15-16日、アンラボは板橋の京畿創造経済革新センターにおいて、全社の従業員を対象に今年のビジネス目標と戦略を共有する「2020ジャンプ

アップ(Jump-Up)」イベントを行った。「アンラボの新たなるページ」というテーマで行われた今回のイベントにおいて、新任CEOのカン・ソクキ

ュン副社長と各事業部長は、事業部別の今年の事業戦略と共に、以後10年のビジネスビジョンを共有した。 

 

 

▲ アンラボは先月、全社員が参加した「2020 ジャンプアップ(Jump-Up)」イベントで事業戦略を発表した。 

 

アンラボ4.0 最初のページ、1 行目は「顧客」 

カン・ソクキュンCEOは「アンラボは今年創立25周年を迎えた」とし、「2020年はアンラボの過去四半世紀を超えた新たな始まりを知らせる1年と
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なるだろう」と述べた。続けて、「アンラボの新たなページを書き進めていくためには、顧客の『ペイン・ポイント(＝弱み、弱点)』に集中しなけれ

ばならない」と強調した。すべての産業がそうであるように、セキュリティも顧客を相手にするビジネスである以上、「業」の焦点が顧客のペイン・

ポイントに合っていなければならないということだ。カン・ソクキュンCEOが述べる顧客のペイン・ポイントとは、単純な顧客の不満や問題解決を

超え、顧客の価値(value)の実現のために要求される潜在的ニーズまでを含めた意味だ。 

 

ビジネス環境や市場変化によりデジタルトランスフォーメーション(Digital Transformation)がすべてのビジネスの課題(challenge)として根付いた

状況において、顧客のペイン・ポイントを把握して対応するのは容易ではない。サイバーセキュリティ分野においても、非セキュリティ企業がセキュ

リティの競争市場に浮上し、数年間セキュリティ分野の伝統的な強者として君臨していた大手グローバルセキュリティ企業が買収合併されるなど、今

まで以上に急激な変化が起きている。 

 

これに関連し、カン・ソクキュンCEOは「アンラボをはじめとするすべての企業はビジネス環境や市場の変化により、これまでに経験していないあ

らゆる困難に直面するだろう」とし、「このような時こそ、『相手を知り己を知る』ことが必要だ」と述べた。過去ではなく現在の競争相手を明確に

把握し、その動きを注視するとともに、「業」の本質的なセキュリティの技術的、環境的変化と顧客のペイン・ポイントを知るべきだということだ。

このためには、適応(Adaptability)、加速(Acceleration)、自律(Autonomy)という3つの観点における努力が必要だということが、カン・ソクキュン

CEOの説明である。 

 

 

▲ カン・ソクキュン CEO は「2020 年は『アンラボ 4.0』の最初のページを書き進めていく年になるだろう」と述べた。 

 

彼は、「変化と革新が要求される時代に企業が生き残っていくためには、適応(Adaptability)が最も重要だ」と強調し、クラウド(Cloud)を例に挙げ

た。デジタルトランスフォーメーションの代表的な要素だと言えるクラウドは、すでに2000年代初頭から広く知られていたものであり、近年突如現

れた技術ではない。カン・ソクキュンCEOは「変化はある日突然訪れるものではない」とし、「変化の兆候をいかに迅速に捉え、柔軟に適応できる
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のかが重要だ」と述べた。 

 

変化にうまく適応するためには、速度が重要だ。変化の兆候を素早く捉えなければならず、変化が始まれば成長するために速度を高めなければならな

い。これらの好循環構造を通して、小さな成功が蓄積していき、より大きな効果を加速させる。カン・ソクキュンCEOは、「アンラボは過去25年間、

持続的な研究開発によって着実に成長してきた」とし、「こうして蓄積された技術とエネルギーにより変化する市場に、より迅速に対応していく」と

述べた。また、カン・ソクキュンCEOは「アンラボの全事業部、チーム、従業員一人一人が主体的な自律性をもとに専門性を発揮することにより、

適応力と加速度を確保することができるだろう」と述べた。 

 

デジタル融合セキュリティのための挑戦と革新 

「アンラボ4.0」を一言で定義するならば、「デジタル融合セキュリティ」だ。2020年を起点として、デジタル融合セキュリティ事業を本格化する

ために、アンラボは「革新的課題」と「挑戦課題」を提示した。まず、V3から人工知能(AI)基盤セキュリティまで、製品およびサービスを改善・高

度化することにより市場での優位性を保つという戦略だ。このために、人工知能基盤の技術を確保する一方、現在開発中の製品だけでなく、既存製品

にも適用する計画だ。 

 

これとともに、▲脅威インテリジェンス(Threat Intelligence、TI) ▲クラウドセキュリティ ▲OT(Operational Technology、運用・制御技術)環境

セキュリティ ▲ブロックチェーンなど、市場と技術環境の変化による要素技術を確保し、将来の成長を準備することを、挑戦課題とした。アンラボ

は全社共通の要素として、脅威インテリジェンスとクラウドセキュリティを長期的に準備しており、年内には目に見える成果を創出するものと期待さ

れる。 

 

アンラボは今年、各事業部門のソリューションとサービスが連携した脅威インテリジェンスを提供する予定だ。クラウドセキュリティに関しては、サ

ービス事業部を主軸に様々 なクラウド環境のためのセキュリティオファリング(Security Offering)とクラウドネイティブサービスを開発中である。 

 

デジタル融合セキュリティの核心は、OT(Operational Technology)分野になるものと見られる。カン・ソクキュンCEOは「従来のセキュリティがデ

ータに集中していたとすれば、OT環境でのセキュリティは「可用性」に集中すべき」とし、「エンドポイント領域とネットワーク領域、監視までを

融合してOT環境のセキュリティ要件に積極的に対応する」と明らかにした。アンラボは、これまでにも特殊目的システム専用のセキュリティ・ソリ

ューションであるEPS(AhnLab EPS)によって産業施設のセキュリティ要求に対応してきたが、今後は融合セキュリティの観点のOTセキュリティ・

ソリューションおよびサービスを提供する計画である。 

製品とサービスで顧客の環境変化に積極的に対応する 

カン・ソクキュンCEOに続き、今年アンラボのEPN事業部を統括することになったキム・ハクソン専務も「顧客」を強調した。顧客ごとに最適化さ

れた製品およびサービスを提供し、顧客のビジネス価値の実現に貢献することにより、アンラボの成長を推進するという戦略だ。 
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まず、企業のITインフラの変化に合わせてクラウドワークロードプロテクション(Cloud Workload Protection)のための製品を今年発売する予定だ。

また、マルウェア・フリー(malware-free)攻撃などの最新の脅威から顧客を保護するために対応領域を拡大する。これに関連し、アンラボはセキュ

リティ機能ではない「領域」を中心にプラットフォームベースでのエンドポイント製品の再編を推進している。 

 

顧客管理の観点から、組織とインフラ面でも変化を図っている。主力製品の新規市場創出のため、チャネル組織を最適化する一方、新規チャネルを強

化して営業的シナジーを推進する計画だ。また、SaaS(Security as a Service)ソリューションを基盤として市場のセグメンテーションを強化し、顧

客管理の効率化を通して顧客のニーズに先んじて対応する予定だ。 

 

 

▲アンラボ EPN 事業部は今年、クラウドワークロードセキュリティ・ソリューションのリリースを控えており、TI サービスも公開する予定だ。 

 

ネットワークセキュリティ分野では、5Gの拡大に対応するためハイエンドの処理性能を大幅に強化するなど、競争における優位性を通して積極的に

市場を攻略する予定だ。これに関連し、韓国国内のDDoS対応ソリューション市場において1位を占めているトラスガードDPX(AhnLab TrusGuard 

DPX)の次世代バージョンをリリースする。昨年のハードウェア性能比較において競争力を認められ、多数のリファレンスを確保した次世代ファイア

ウォール、トラスガード(AhnLab TrusGuard)は、今年大規模事業を中心に積極的な市場拡大を推進する計画だ。 

 

アンラボはセキュリティサービス部門でも顧客のビジネス環境変化、中でもマルチクラウド環境に積極的に対応する予定だ。2016年、国内初のクラ

ウドセキュリティ管制サービスを開始したアンラボは現在、国内最大のリファレンスを確保している。これにとどまらず、近年顧客のクラウド環境が

より多様化するに伴い、クラウドセキュリティ管制サービスの強化により一層注力するという戦略だ。 

 

アンラボサービス事業部統括のイム・ヨンソン常務は、「今年、プライベート(Private)クラウドとパブリック(Public)クラウドを同時に運用するハイ

ブリッド・クラウドが拡大するものと予想される」とし、「これに対応するため、CSPM(Cloud Security Posture Management、クラウドセキュ

リティ態勢管理)、SECaaS(Security as a Service)など、クラウド管制サービスをより拡大・強化する予定だ」と明らかにした。 
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▲ アンラボサービス事業部は、クラウド環境の多様化に応じて新規プラットフォームを開発し、クラウド管制サービスを拡大している。 

 

これとともに、顧客のセキュリティ運用負担を最小化する努力も続ける見込みだ。アンラボは、去る2019年に国内初のSOAR(Security Orchestrati

on, Automation, and Response)プラットフォームであるセーフィニティAIR(Sefinity AIR)をリリースし、金融分野を中心にリファレンスを確保

した。今年は人工知能を活用した脅威判断サービスであるセーフィニティASA(Sefinity ASA)を単独のソリューションとしてリリースし、セキュリテ

ィ管制のオートメーションを強化する予定だ。また、クラウドコンサルティングフレームワークを開発し、リファレンスを確保しながら今年はより目

に見える具体的な成果をあげることが期待される。 

 



 

 

http://jp.ahnlab.com/site/main.do 

http://global.ahnlab.com/site/main.do 

http://www.ahnlab.com/kr/site/main.do 
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アンラボとは  

株式会社アンラボは、業界をリードする情報セキュリティソリューションの開発会社です。 

1995年から弊社では情報セキュリティ分野におけるイノベーターとして最先端技術と高品質のサービスをご提供できるように努力を傾けてま

いりました。今後もお客様のビジネス継続性をお守りし、安心できるIT環境づくりに貢献しながらセキュリティ業界の先駆者になれるよう邁

進してまいります。 

アンラボはデスクトップおよびサーバー、携帯電話、オンライントランザクション、ネットワークアプライアンスなど多岐にわたる総合セキ

ュリティ製品のラインナップを揃えております。どの製品も世界トップクラスのセキュリティレベルを誇り、グローバル向けコンサルタント

サービスを含む包括的なセキュリティサービスをお届け致します。 


